
セミトレーラ等の総重量に関する制度改正のイメージ

【高速自動車国道等】

車両の大きさ（軸距等）小 大

上限（44ﾄﾝ）

従来の許可範囲
（A条件までを許可）
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(Ａ条件までを許可)

２５ﾄﾝ(一般的制限値)

４４ﾄﾝ(海上ｺﾝﾃﾅの許
可限度)
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分割可能貨物運搬時（バラ積）

【Ａ条件自由走行】

車両の大きさ（軸距等）小 大

【一般道（指定道路の場合）】

３６ﾄﾝ(特例５車種の
一般的制限値の特例
の上限 [高速])

２７ﾄﾝ(特例５車種一
般的制限値の特例の
上限 [高速以外])

D条件

Ｃ条件

Ｂ条件

新たな許可範囲
(44ﾄﾝを上限として
条件を附して許可)

注　許可限度重量は、　
あ(1) 軸重により制限される場合がある
あ(2) 橋梁により異なる

Ａ条件
Ａ条件

自由走行 自由走行

新たな許可範囲
(44ﾄﾝが上限)

Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
徐行、連行禁止、前後に誘導車を配置かつ2車線内に他車
両が通行しない状態を確保

徐行及び連行禁止

徐行、連行禁止、前後に誘導車を配置

条件を付さない（自由走行）

重量に関する通行条件
内　　　　容

(ﾄﾝ) (ﾄﾝ)

別紙１


